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断層変位に関するハザード評価について断層変位の基本的な考え方や、地震動ハザードと断層変位ハザー

ドの評価位置を統一的に扱う方法を提示する。 
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1. まえがき  本報告は、断層変位PRA手法の開発において、地表面の断層変位を震源断層に基づく断層変位

モデルを介して解放基盤位置まで変換する考え方や手法を整理し、建屋・機器フラジリティ評価に対して解

放基盤から建屋基礎盤等の断層変位評価の考え方を提示した。本報告は2018年度資源エネルギー庁委託研究

成果の一部をまとめたものである。  

2. 断層変位ハザード定義位置の基本的な考え方 ここで扱う断層変位は、断層の食違い変位であり、断

層変位ハザードの評価手法は、Youngs 他(2003)、高尾他(2013),(2014)［1］の経験的断層変位ハザー

ド手法が提案されている。高尾の手法では、Youngs らの確率論的断層変位ハザード解析手法を参照し

て、日本国内の逆断層および横ずれ断層のデータに基づき断層変位の評価式を策定し、同評価式を用

いて確率論的断層変位ハザードの評価例を示している。 

3. 断層変位ハザード定義位置の改善例 断層変位ハザード評価手法としては、基本的に高尾他の手法を

用いることとするが、国内外の既往断層変位ハザードの定義位置は地表面である。地震動ハザードと断層

変位ハザードとの重畳を効率的に評価するためには、サイト周辺の地形や地盤特性を考慮して地表面での

断層変位を地震基盤又は解放基盤位置に変換し、建屋・機器フラジリティ及び炉心損傷頻度（CDF）を統一

したハザード評価基準面から評価するのが合理的である。以下に改善例の概要を記す。   

断層変位評価では、断層位置が明確な特定震源と不明確な領域震源にモデルを大別し，両モデルと

分類した断層との対応付けを行う。また、主断層・副断層に対するハザード評価基準面として、図１に

示すように地震基盤から表層までの岩盤や堆積層の構造や物性、地形を考慮して、断層変位と地震動ハザ

ード評価の基準面を同一にして重畳を取り扱うこととする。評価基準面の位置や変位は、上載荷重や拘束

圧等の不確かさを考慮して、簡易な断層変位モデルを用いて解析的に変位量や不確かさの幅を検討する。 
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●（案１）現状のハザード評価を改良する案 
・既存データから②-1～②-2(赤線)を評価 

●（案２）解析的に逆応答変位を推定 

・解放基盤変位と基礎盤下端変位が概ね同等 図１ 断層変位モデルによる断層変位

ハザード定義位置の検討 
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